
  

   第８８回  仏教公開講座 
 

  

生きるって どういうこと  
 
 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

  日  時  ２０１１年１０月２０日（木）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  真城 義麿 氏（四国教区善照寺住職） 

  講  題  『人知と仏智』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

講師紹介 

   真城 義麿（ましろ よしまろ） 

       1953年 愛媛県生まれ。 

       1978年 大谷大学大学院修士課程修了（仏教学専攻）、 

       1978～1993年 大谷中高等学校教諭、退職後愛媛県の自坊へ 

       1997年より2011年3月まで大谷中高等学校長。 

真宗大谷派愛媛県善照寺住職。保護司や教育委員も経験（愛媛県で）。 

前真宗大谷派学校連合会副会長。 

       著書に、著書「あなたがあなたになる 48 章」「お誕生おめでとう。生まれてく

れてありがとう」「安心してがんばれる世界を」法話 CD「幸せの見つけ方」「念

仏者と平和（共著）」（以上、東本願寺出版部） など。 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ    

人間は知恵を持つことで他の動物と異なり、高度な文明を持ち、科学技術が進

歩し、貨幣経済の社会を創り出しました。しかし、科学技術も経済金融もついに

は人間の手に負えないほど進んでしまっています。結果、いのち、つながり、願

い、亡き人、浄土など、不如意の人間が娑婆を生き抜くためになくてはならない

さまざまを見失ってしまっています。人知に思い上がって、結果「こんなはずで

はなかった」の繰り返しです。仏様の見抜く智慧、見通す智慧をいただきたいも

のです。 


